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総合政策研究科と政策研究 

矢尾板俊平 

1.「政策」とは何か 

せいさく 【政策】（大辞林 第二版 （三省堂）） 

(1)政府・政党などの、基本的な政治の方針。政治方策の大綱。政綱。 

(2)政府・政党・個人や団体・企業などが、その目標達成のための手段としてとる、特定の方法・進路。 

（http://www.excite.co.jp/dictionary/japanese/?search=%E6%94%BF%E7%AD%96&match=beginswith&itemid=11043500） 

→政府の政策、企業の政策、NPO/NGO の政策 

 

2.総合政策とは 

・学問的な知識と実践的な知識を組み合わせて、新しい知識を生産する。その知識を、実際の政策やガバナンス、マネジ

メントに役立たせていく。 

・学際性、実践性 

・暗黙知を形式知に変えていくナレッジマネジメントの場 

・自分の得意分野を持つことも重要。 

 

3.博士前期課程(修士課程) 

・M1 では、主に、研究計画の策定、文献の収集・整理など、修士論文を作成する準備。 

・M2 では、修士論文の作成。9月から 10 月頃までに草稿が出来上がると、その後に余裕を持てる。修士論文の提出（1月）

までに、主査（指導教授）の他に、副査（2名）からも指導を受ける。 

・研究分野の鳥瞰、その中で、自分の研究がどのような位置取りをしているのか、ということを常に意識していることが

重要。また、下敷きとなる論文と出会うことも重要。 

 

4.博士後期課程（博士課程） 

・博士論文を提出するためには、まず、キャンディデートになることが必要。 

・キャンディデートになるためには、レフリードジャーナルに 2本の論文掲載をし、筆記試験、口頭試験に合格すること

が必要。 

・論文作成の後、公聴会を経て、口頭試問（主査、副査（3名））に合格すると、博士号を取得。 

・日常的には、学会報告とレフリードジャーナルへの論文投稿の準備をしていく。学会報告では、討論者から、論文投稿

ではレフリーからコメントをもらえるので、研究論文を発展することができる。こうした積み重ねが博士論文になってい

く。 

・博士論文に求められるのは、新しい Contribution。 

 

5.回転ドア的知識交流と循環 

・「政策」には、学問的側面と実務的側面の両方が重要。 

・知識の生産、蓄積、活用の循環。 

・Well-informed Public、Well-known Democracy 

 

 


